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研究成果の概要（和文）： 語彙爆発を可能にしているような、効率よい語彙獲得システムを確

立していく過程で、前言語期の子どもは、物理的に切れ目のない発話から単語を切り出したり、

それらの単語を統語的に分類したりするために、機能語（日本語では“助詞”）を利用すること

を学習する。また、効率よい語彙獲得システムの確立後も、子どもは、モノの名前だけで

なく、動詞や形容詞、擬音語などについても、その意味を即座かつ適切に推論できるよう、

このシステムを洗練し続けていく。 
 
研究成果の概要（英文）： On the process of establishing an efficient word-learning system, 
preverbal infants learn to use function words (‘zyosi’, grammatical particles in Japanese) 
in order to segment words from fluent speech and to grammatically categorize those words. 
We also found that children continue to elaborate the word-learning system throughout 
preschool years so that they become able to fast-map not only object labels, but also verbs, 
adjectives, and onomatopoetic words.   

 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

２００９年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

２０１０年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

２０１１年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

２０１２年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

総 計 12,700,000 3,810,000 16,510,000 

 
 
研究分野： 社会科学 
科研費の分科・細目： 心理学・教育心理学 
キーワード： 言語発達、助詞、単語聴取、語彙獲得、動詞、形容詞、オノマトペ 
 
１．研究開始当初の背景 
モノを指さして語が言われただけでは、

その語は、そのモノのカテゴリー名なのか、
固有名詞なのか、あるいは、属性や部分を
指すのかは明らかでない。しかし、母語を
学んでいくときの子どもは、語をこのよう
に曖昧な方法で示されても、即座かつ的確
にその意味を推論（即時マッピング）し、
爆発的な勢いで語彙を増やしていく（語彙

爆発）。このようなことが可能なのは、モノ
を指さして語が言われたとき、その語をど
のような種類の概念に対応づけるべきかに
関して子どもがバイアス（制約、メタ知識）
を持つためだと考えられ(Markman,1989)、
これまでの研究でも、語彙爆発期以降の子
どもがどのようなバイアスを用いて単語、
特にモノの名前を効率よく学習していって
いるのかが検討されてきた。 
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しかし、そもそもこのような効率よい語
彙獲得システムの立ち上げにいたる前の段
階において、子どもは、物理的に切れ目の
ない発話から単語を聴き取るスキルを身に
つけ、それらの単語が何らかの対象を指示
するということを理解してこなければなら
なかったはずである。また、当然子どもが
身につけるべき語彙はモノの名前だけでは
ないため、語彙爆発の開始以降も子どもは、
モノの名前の学習に好都合なバイアスの適
用を適切な手がかりに応じてコントロール
し、ほかの種類の語彙もうまく学習してい
けるよう、語彙獲得システムを洗練してい
かなければならないはずである。 

これまでの研究で、語彙爆発をもたらす
子ども内部の変化がおおよそ明らかにされ
てきたことで、かえって、「語彙爆発開始期
における子どもの、モノの名前を中心とし
た語彙獲得は、言語発達全体、すなわち、
語彙爆発“前”や“後”の発達全体の中に
どのように位置づくのか」という問題が浮
かび上がってきた。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、本研究課題において
は、語彙爆発をもたらす効率よい語彙獲得メ
カニズムの(1)成立過程と(2)洗練過程を明ら
かにすることを目的とした。具体的には以下
のとおり。 
 
(1) 成立過程（乳児）に焦点をあてた研究 

前言語期の子どもはどのようにして、物理
的には切れ目のない発話から単語を切り出
し、その単語を品詞ごとに分類していくのか。
このプロセスにおける助詞の役割を明らか
にする。具体的には、①子どもはいつから発
話中の助詞の存在やふるまい（日本語の場合
には省略可能である）に気づいているのか、
②助詞を単語切り出しの手がかりとできる
ようになるのはいつか、③隣接する単語を統
語的に分類する手がかりとして助詞を利用
できるようになるのはいつか、について検討
する。 
 
(2)洗練過程（幼児）に焦点をあてた研究 

これまでの研究では主に、子どもは名詞
（基礎レベルのカテゴリー名、上位カテゴリ
ー名、固有名詞など）をどのように学習して
いるかが検討されてきたが、本研究ではそれ
以外の種類の単語として、①動詞、②形容詞，
③オノマトペを取り上げ，子どもは何を手が
かりとして、いつごろから、それらの意味を
も適切に推論できるようになるのか、という
問題に取り組む。 
 
３．研究の方法 
(1) 成立過程（乳児）に焦点をあてた研究 

 聴覚的に提示された言語刺激に対する聴
取時間を指標とする実験手法を用いて、前言
語期の子どもの助詞の認識、また、単語切り
出しや品詞分類に際しての助詞利用につい
て、検討を行った。いずれも期待背反法のパ
ラダイムを用いたため、子どもは期待に反す
るテスト刺激により強く反応する（そのよう
な刺激をより長く聴取する）と予想された。 
 
①発話中の助詞に対する認識： 生後 6か月
、10か月、14か月の子どもが、発話中の助
詞「が」を聴き取れているかについて調べる
ため、「ＸがＹているよ」という文を聴覚呈
示して馴化させたあと、助詞「が」が抜けた
文や「が」が別の音節に置き換えられた文を
提示して、それらに対する子どもの聴取反応
を見た。   
 
②助詞を手がかりとした単語の切り出し： 
10か月、15か月の子どもを対象に、ターゲ
ット単語のあとにいつも助詞「が」が続くパ
ッセージを聞かせて馴化させたあと、「ター
ゲット単語のみ」と「ターゲット単語＋が」
を聞かせ、それらのテスト刺激に対する子ど
もの聴取反応を調べた。 
 
③助詞を手がかりとした名詞カテゴリーの
形成： 18か月の子どもを対象に、ターゲッ
ト単語のあとにいつも助詞「が」が続くパッ
セージを聞かせて馴化させたあと、テストで
は、「ターゲット単語が名詞として出てくる
別のパッセージ（ターゲット単語のあとには
“が”以外の助詞が続いて出てくる）」と「タ
ーゲット単語が動詞として出てくるパッセ
ージ（ターゲット単語のあとに動詞の活用語
尾がついて出てくる）」を聞かせ、それらに
対する子どもの聴取反応を見た。 
 
 (2)洗練過程（幼児）に焦点をあてた研究 
 幼児（2歳―6歳）を対象に、1対１の対面
方式による実験を実施した。具体的には、特
定の対象に新奇な単語を対応づけ、その単語
の般用を求め、そのパタンから、その年齢の
幼児の単語解釈方略を推測した。また、単語
導入方法を操作し、どのような手がかりが適
切な単語解釈を助けるのかについても検討
した。 
 
①動詞： 人が新奇なモノをあるやり方で動
かしている場面（標準場面）に対して、新奇
な動詞を導入したあと、子どもがその動詞を、
「同じ人が同じモノを別のやり方で動かし
ている場面」と「同じ人が別のモノを標準場
面と同じやり方で動かしている場面」のいず
れにあてはめるかを見た。この手法を用いて、
どのような条件のもとでなら子どもは動詞
に対して適切に動作を対応づけられるよう



 

 

になるのかについて検討した。 
 
②形容詞： 特定の材質でできており、独特
の質感と手触りをもつモノ（標準オブジェク
ト）に対して、「～い」という形容詞的な文
法形式を持つ新奇な単語を導入したあと、標
準オブジェクトと色の違いなどで区別でき
るが同じ材質でできており同じ下位カテゴ
リーに属すると見なせるモノ、標準オブジェ
クトと別の材質でできているが形の類似性
から同じ基礎カテゴリーに属すると考えら
れるモノ、材質のかけら、など複数の選択肢
を提示し、その中から新奇な形容詞を適用で
きる対象を選択してもらい、そのパタンから
子どもの新奇な形容詞についての解釈方略
やその発達的変化について検討した。 
 
③オノマトペ： 日本語には、「ドン」と「ト
ン」のような、どちらの擬音語も同じ場面
（e.g.,太鼓の音）に適用されるものの、子
音の有声性で対比される擬音語ペアが少な
からず存在する。このようなペアにおいて、
有声子音の擬音語はより大きな音源事物か
ら発する大きくて低い音をあらわすのに対
して、無声子音の擬音語はより小さな音源事
物から発する小さくて高い音をあらわすの
に用いられる。日本の子どもはいつから、こ
の“有/無声音を音源事物や音の大小に対応
づける”擬音語の感覚を身につけているのか。
これを明らかにするため、2歳―6歳の子ど
もに、このような擬音語をペアで提示し、そ
のそれぞれが、音源事物の大小でのみ対比さ
れる 2つの場面のどちらをあらわしているか、
判断して対応づけてもらう課題を実施した。 

このような子どもの擬音語感覚の形成に
寄与している可能性のある要因として、かな
文字の習得や、大人の発話の音響的特徴の影
響に着目し、それぞれの影響について検討し
た。大人の発話の影響については、そのよう
な音響的特徴を持った発話に対する子ども
の側の感受性についても調べるため、乳児
（10か月児）を対象とした実験も実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 成立過程（乳児）に焦点をあてた研究 
①発話中の助詞に対する認識： 6か月児は、
助詞が抜けたり別の音節に置き換わったり
しても明確な反応を示さなかったが、10か月
児は助詞が抜けた場合にのみ脱馴化を示し、
助詞の有無による発話プロソディの変化は
検出できていることが示唆された。さらに 14
か月児は、助詞が別の音節に置き換えられた
ときには反応するが、助詞の省略に対しては
反応せず、ここから、14か月児は、発話の中
の単音節の音である助詞を、聴き取ることが
できているだけでなく、発話において助詞は
省略可能であるということまで理解し始め

ていることが推察された。 
 
②助詞を手がかりとした単語の切り出し： 
10か月児は、ターゲット単語のあとにいつも
同じ特定の助詞が続いて発話に現れるのを
聞くと、その助詞も単語の一部であるかのよ
うに見なして単語の切り出しを行ってしま
うのに対し、15か月児は、ターゲット単語の
あとの助詞は切り離して、単語の部分のみ発
話から切り出すことが見られた。ここから、
15か月までには、助詞を単語切り出しの手が
かりとして利用できるようになっているこ
とが示唆された。 
 
③助詞を手がかりとした名詞カテゴリーの
形成： 語彙爆発の開始は平均して生後
18-20 か月の時期とされるが、子どもは少な
くとも 18か月になるまでには、あとに「が」
や「を」などの助詞がくることのできる単語
の仲間という意味で“名詞”を統語的に分類
できるようになっていることが示唆された。 
 
(2)洗練過程（幼児）に焦点をあてた研究 
①動詞： 3-4 歳の子どもは、初めて耳にし
た単語が「～ている」のような形をしていれ
ば、それは名詞ではないので、それがモノを
指すと考えるべきでないということは理解
している。しかし、その新奇な動詞に対応づ
けるべき動作を場面から切り出したり、動作
そのものの同一性にもとづいてその動詞を
般用したりすることに困難がある。本研究で
は、動作のなかで使われるモノの知覚的類似
性を高めるなどして動作全体の（場面間で
の）類似性を高めることによって、この年齢
段階の子どもたちの、動詞の適切な般用が促
進されることを見いだした。  
 
②形容詞： 日本語環境で育つ子どもを対象
にした実験により、既に名前（基礎レベルの
カテゴリー名）のわかっているモノを指して、
「～い」のような形容詞的な形をした新奇な
単語が導入されたとき、すぐに新しい単語が
対象の属性を指すという可能性を考慮し、
（形容詞にふさわしい）意味を推論するのは、
まだ 3 歳児には難しいが、4 歳ころからでき
はじめることがわかった。これらの年齢は、
これまで英語圏の子どもで見いだされてき
た結果とも一致する。 
 
③オノマトペ： まず、幼児期の子どもを対
象にした実験により、子音の有声性において
対比される擬音語ペアをそれぞれ音源事物
の大小に対応づけて使用する、といったこと
は、かなり早い時期（少なくとも 3歳）から
可能であることが明らかになった。それでも、
有/無声音の対比を大小に対応づける反応は
発達とともにいっそう確実なものになって



 

 

いくことから、このような擬音語の“音感覚”
は、日本語環境の中で育まれ強化されていく
ことも示唆された。 

日本語環境の中で、この“音感覚”の醸成
に寄与している要因としては、子音の有声性
を濁点の有無でマークするかな文字の習得
や、大人たちの擬音語発話の抑揚表現などが
考えられた。このうち、かな文字の影響につ
いては、濁音文字を習得ずみの子どもと未習
得の子どもを比較することにより、濁音文字
の習得は、このような擬音語感覚の一般化に
部分的に寄与していることが確かめられた。
一方、大人の発話については音響分析の結果、
子どもに話しかけるとき大人は、大きな音源
事物から発する音を擬音語で言いあらわす
時わざわざ低い強い声色を使い、小さな音源
事物から発する音を擬音語で言いあらわす
時にはわざわざ高い声色を使っていること
が明らかになった。 

このような大人の抑揚表現が子どもの擬
音語理解を助けるものとなるためには、子ど
もの側に、モノの大きさとそこから発する音
の高さとの関係についての感受性がなけれ
ばならない。そこで、10か月の子どもはこの
ような感受性を持つのかについて、注視時間
を指標とする実験を行った。結果として、10
か月の時点では、音の高さと色の明暗との対
応づけはあるものの、音の高さと音源事物の
大小とは必ずしも対応づけていないことが
示された。大人が子どもに擬音語で話しかけ
る時の抑揚は、音源事物の大小とそこから発
する音の高さとが現実の物理世界において
どのように対応しているかに関する大人の
知識を反映したものであろう。が、実際には
そのような抑揚表現は、子どもの擬音語理解
を助けているというよりむしろ、そのような
抑揚を通じて大人は物理世界における法則
を教えているということであるようだ。 
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